
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
紀
元
前
二
五
○
○
年
こ
ろ
の
陶
器
に
石
綿
が

含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

ギ
リ
シ
ア
の
地
理
学
者
の
ス
ト
ラ
ポ
ン
（
留
圃
号
。
》
Ｂ
Ｃ
六
三
ｌ

Ａ
Ｄ
一
九
）
が
耐
火
性
の
ナ
プ
キ
ン
が
あ
っ
た
と
書
い
て
い
る
し
、

ロ
ー
マ
の
プ
リ
ニ
ウ
ス
（
関
口
旨
唖
〕
の
、
二
三
’
七
九
）
は
『
博
物

誌
』
の
な
か
で
、
石
綿
は
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
の
山
中
の
も
の
で
鉄
の
色

を
し
て
い
る
と
書
い
て
い
る
。

中
国
で
は
周
の
穆
王
が
西
戎
に
遠
征
し
た
時
、
西
戎
が
煉
鋼
の
剣

と
火
洗
布
を
贈
っ
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
こ
の
耐
火
性
の
布
は
火

中
に
い
れ
る
と
火
の
色
に
な
り
、
汚
れ
は
布
の
色
を
帯
び
、
火
か
ら

取
り
出
し
て
染
る
と
雪
の
よ
う
に
白
く
な
っ
た
と
書
い
て
い
る
。

紀
元
前
五
九
八
年
か
、
紀
元
前
三
○
八
年
の
燕
の
昭
王
時
代
に
石

綿
の
燈
芯
で
ア
ザ
ラ
シ
か
、
ク
ジ
ラ
の
脂
が
照
明
に
使
用
さ
れ
た
と

い
う
が
、
同
様
に
紀
元
前
四
’
五
世
紀
こ
ろ
ア
テ
ネ
女
神
の
黄
金
ラ

石
綿
産
業
の
衛
生
問
題
の
歴
史

三
浦
豊
彦

ン
プ
に
石
綿
の
芯
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。

ア
ス
ベ
ス
ト
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
、
ラ
ン
プ
の
芯
に
使
用
さ
れ
、
単

に
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
も
の
ら
し
い
。

ギ
リ
シ
ア
人
も
ロ
ー
マ
人
も
石
綿
は
鉱
物
だ
と
い
う
正
確
な
知
識

を
も
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
ア
ス
ベ
ス
ト
は
植
物
性
の
起
原
の
も
の

だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
中
国
で
も
同
様
で
『
抱
朴

子
』
の
著
者
の
葛
洪
は
三
○
○
年
の
こ
ろ
、
あ
る
火
山
を
も
つ
島
に

燃
え
な
い
木
が
あ
り
、
こ
の
木
の
花
を
集
め
て
布
を
織
る
、
こ
れ
が

一
番
目
の
火
涜
布
で
あ
る
。
二
番
目
は
こ
の
樹
皮
を
む
い
て
石
灰
で

煮
て
か
ら
、
そ
れ
で
布
を
織
る
。
三
番
目
は
長
さ
三
寸
の
毛
で
覆
わ

れ
た
白
鼠
の
毛
を
集
め
て
織
る
と
火
涜
布
を
説
明
し
て
い
る
。
『
竹

取
物
語
」
の
「
火
鼠
の
か
わ
ご
ろ
も
」
が
三
番
目
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
石
綿
が
鉱
物
だ
と
確
認
さ
れ
た
の
は
中
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
よ
り
早
く
、
五
世
紀
か
六
世
紀
に
は
石
綿
は
石
麻
お
よ
び
石
脈
と

よ
ば
れ
石
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
一
六
八
四
年
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
哲
学
学
会
は
石
綿
に
関
し
て
は
ま
だ
前
述
の
葛
洪
の
水
準
の
程

度
に
止
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ア
グ
リ
ュ
ラ
（
シ
唱
旨
○
両
〕
○
・
）
は
『
デ
・
レ
・
メ
タ
リ
カ
』
（
己
①

閃
の
言
③
国
晨
８
〉
一
五
五
六
年
刊
）
で
ア
ス
毒
へ
ス
ト
は
火
に
燃
え
な

（33）qq
凹噌



い
と
書
い
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

平
賀
源
内
は
秩
父
郡
中
津
川
村
両
神
山
で
石
綿
を
発
見
し
、
名
主

中
島
方
で
「
火
院
布
」
を
織
出
し
た
。

宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
三
月
、
源
内
は
『
火
涜
布
説
』
を
、

さ
ら
に
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
十
一
月
に
『
火
涜
布
略
説
』
を
著

わ
し
た
。

鈴
木
牧
之
は
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
前
後
に
『
地
越
雪
譜
』

（
二
編
巻
之
－
１
巻
之
四
）
を
著
わ
し
た
が
、
こ
の
な
か
に
火
涜
布

を
織
っ
た
二
人
の
人
物
を
紹
介
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
の
ゥ
ラ
ル
山
脈
で
一
七
一
二
年
に
蛇
文
石
系
の
石
綿
で
あ

る
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
を
発
見
、
一
七
四
二
年
に
こ
の
ク
リ
ソ
タ
イ
ル
で

紡
織
が
は
じ
ま
っ
た
。
一
八
○
五
年
に
南
ア
フ
リ
カ
で
角
閃
石
系
の

青
石
綿
を
発
見
、
一
八
三
一
年
に
ク
ロ
シ
ド
ラ
イ
ト
と
命
名
し
た
。

一
八
五
七
’
八
○
年
に
ア
ス
ベ
ス
ト
と
有
機
繊
維
で
シ
ー
リ
ン
グ

や
．
ハ
ッ
キ
ン
グ
の
製
造
が
始
ま
っ
た
。

一
八
六
六
年
に
は
水
ガ
ラ
ス
で
か
た
め
た
石
綿
が
断
熱
材
に
用
い

ら
れ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
一
八
六
八
’
六
九
年
に
屋
根
用
の
フ
ェ
ル
ト
や
セ

メ
ン
ト
の
な
か
に
石
綿
が
用
い
ら
れ
始
め
た
。
一
八
六
六
’
七
六
年

に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
で
石
綿
織
物
が
始
ま
っ
た
。
一
八
九
九
’
一
九

一
三
年
に
ア
ス
ベ
ス
ト
・
セ
メ
ン
ト
エ
業
が
開
発
さ
れ
た
。

一
九
二
○
年
に
ド
イ
ツ
の
ド
レ
ス
デ
ン
付
近
で
、
石
綿
を
加
え
た

ブ
レ
ー
キ
・
ラ
イ
ニ
ン
グ
と
ク
ラ
ッ
チ
・
フ
ェ
ー
シ
ン
グ
が
生
産

さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
二
四
’
二
五
年
に
生
産
が
始
ま
っ

た
。

日
本
で
の
石
綿
工
業
の
開
始
は
一
九
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。

石
綿
吹
き
つ
け
は
イ
ギ
リ
ス
で
一
九
三
一
年
に
開
発
さ
れ
た
。
ワ

イ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
に
石
綿
の
使
用
は
一
九
四
六
年
の
こ
と
だ
と
い

シ
ハ
ノ
○

一
九
二
四
年
に
ク
ッ
ク
Ｓ
ｏ
ｏ
序
〉
乏
駒
・
）
は
石
綿
工
の
肺
線
維

症
に
よ
る
死
を
報
告
し
、
一
九
二
七
年
に
こ
れ
を
石
綿
肺
（
騨
号
の
吻
‐

８
場
）
と
命
名
し
た
。
後
に
石
綿
小
体
に
命
名
さ
れ
る
小
体
を
一
九

二
九
年
に
報
告
し
て
い
る
。
日
本
で
も
一
九
四
○
年
前
後
に
ア
ス
ベ

ス
ト
エ
の
石
綿
肺
の
調
査
研
究
が
実
施
さ
れ
た
。
石
綿
の
使
用
量
は

戦
後
に
急
増
し
、
一
九
七
○
年
代
に
世
界
の
総
生
産
量
は
約
三
八
○

万
ト
ン
、
日
本
の
輸
入
量
は
三
○
万
ト
ン
を
こ
え
た
。

建
設
業
で
は
石
綿
を
含
む
建
築
材
以
外
に
直
接
に
、
石
綿
の
吹
き

つ
け
が
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
か
ら
五
十
年
（
一
九
七
五
）
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こ
の
間
、
健
康
障
害
と
し
て
の
ア
ス
ベ
ス
ト
肺
に
肺
癌
、
胸
膜
、

腹
膜
の
悪
性
中
皮
腫
の
合
併
が
社
会
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

こ
う
し
た
な
か
で
、
昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）
に
空
母
ミ
ッ

ド
ウ
ェ
イ
の
改
修
が
横
須
賀
で
行
わ
れ
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
か
ら
出
た

石
綿
廃
棄
物
が
路
上
放
置
さ
れ
、
こ
れ
が
社
会
的
に
関
心
が
も
た

れ
、
発
癌
性
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
学
校
そ
の
他
の
建
物
で
使
用
さ

れ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。

国
内
で
の
規
制
が
き
び
し
く
な
っ
た
関
係
で
、
日
本
の
ア
ス
簿
へ
ス

ト
企
業
が
周
辺
諸
国
に
進
出
し
て
い
て
、
そ
こ
で
も
問
題
に
な
り
始

め
て
い
る
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）

ま
で
行
な
わ
れ
た
。

た
0

扁
鵲
の
治
療
は
経
絡
を
用
い
た
治
療
の
初
期
の
代
表
的
な
例
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
、
経
絡
説
の
起
源
を
検
討
す
る
上
で
見
逃
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

扁
鵲
は
戦
国
時
代
の
名
医
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
治
療
法
を
記
し
た
文
献
は
極
め
て
少
な
い
。
こ
の
数

少
な
い
資
料
の
中
で
、
『
史
記
』
『
扁
鵲
伝
』
は
、
彼
が
経
絡
を
用
い

て
治
療
し
て
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
號
の
太
子
を
治
療
し
た

●
①

話
）
。
た
だ
し
、
こ
の
中
で
さ
え
、
「
中
経
維
絡
」
以
外
に
直
接
経
絡

に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
彼
の
経
絡
説
に
つ
い
て

は
こ
れ
以
上
究
明
し
よ
う
も
な
く
、
今
日
ま
で
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
話
で
も
、
『
史
記
』
以
外
の
文
献
を

参
考
に
す
る
と
、
『
史
記
』
の
不
明
解
な
記
述
を
捉
え
直
す
こ
と
が

で
き
る
。
た
と
え
ば
、
扁
鵲
が
太
子
を
治
療
し
た
部
位
は
、
『
史
記
』

扁
鵲
の
経
絡
説

ｌ
「
三
陽
五
会
」
の
検
討
Ｉ

遠
藤
次
郎
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